
台風15号の被災から考える
施設と地域の関わりについて
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特別養護老人ホーム上総園

リハビリテーション課 理学療法士

渡辺 政基



施設情報

・山間部に位置している
・移動には車が必要である。

社会福祉法人芙蓉会（3拠点）
［千葉、東京（町田／文京）］
・特別養護老人ホーム上総園
・短期入所生活介護
・通所介護事業所（2事業所）
・居宅介護事業所
・地域包括支援センター（市委託）

その他
・福祉避難所協定の締結（Ｈ３０）



地域情報（包括担当区域）
小櫃地区
人口 5347人
65歳～74歳 12475人
75歳以上 10582人

上総地区
人口 7872人
65歳～74歳 1286人
75歳以上 1898人

清和地区
人口 2915人
65歳～74歳 476人
75歳以上 745人

３地区合計
総人口 16134人
65歳～74歳 2585人 （約16％）
75歳以上 3509人（約21％）

平成26年3月現在



台風通過後の君津圏域の様子

・停電によるライフラインの障害
・倒木、土砂崩れによる交通障害

上総園

君津市役所

距離：約22キロ



施設屋外／屋内の様子

【ゴミステーションの飛散】

【駐車場に向かう道の倒木、土砂崩れ】

【室外機の横転】



・２回食の開始
・粥ゼリー→粥ミキサー食へ変更
（～13日）

・拠点連携にて物資到着
・居宅、包括の利用者へ食事、水の
配布（～12日）

9月11日（水）

・3回食の終了
・非常コンセント使用
→家庭用冷蔵庫にて食材保存
（～13日）

・地域住民2名を施設にて食事提供
・拠点連携にて物資到着
・職員への水配布（～24日）

・4時50分　停電
・自家発電機の使用
・託児所使用不可
・施設被害の確認

・体調不良者、救急対応
→停電により医療機関へ搬送できず

9月10日（火）

・冷房使用不可（～13日）
・非常コンセント使用
→（冷）飲み物の提供（～13日）

・携帯電話使用不可（～24日）
・普通車は多少の障害あるも交通可

・出勤割合は勤務表通り維持可能
（～13日）

9月9日（月）

職員

食事

支援

施設

ライフライン

・倒木による交通障害
・市水断水、停電
・固定電話使用不可（～13日）
・携帯電話使用可能

・被害状況の確認
・勤務調整の実施

・3回食の提供
・食材保存ができない状況

・居宅、包括の利用者安否確認の実施
・近隣住民3名を緊急受入れ



支援

施設

・職員家族への個浴開放

食事

地域

・久留里公民館へ150食支援

地域
ライフライ

ン

・市水断水、停電
・固定電話使用不可（停電地域）
・携帯電話使用不可（～24日）

9月14日（土）

・居宅、包括の利用者へ食事、水の
配布（～12日）
・給水車
・三菱自動車、ドコモ様より支援

9月13日（金）

・19時40分：復電
・施設被害の確認

・固定電話使用可能

・個浴開放

・冷蔵庫内の食材終了

・三菱自動車、ドコモ様の支援
・発電車到着

9月12日（木）

・配食サービスの中止
・無線機（市危機管理課より）
・体調不良者、救急対応
→医療機関への搬送可



9月24日（火）

・松丘地区配食サービス90食支援

・ほぼ平時へと戻る

・平時業務へ

・拠点へ非常食100食依頼
・市災害対策会議へ参加
（山間部地域のみ）

・利用者入浴開始
・平時業務へ移行

地域で入浴が必要な方への開放

・3回食開始
・通常の食事提供へ

9月15日（日） 9月16日（月） 9月17日（火）

・久留里公民館、清和公民館、亀山公
民館へ150食支援

・久留里公民館、清和公民館、亀山公
民館へ150食支援

・久留里公民館、清和公民館150食支
援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
松丘地区配食サービス90食支援

・久留里公民館、清和公民館へ150食
支援

9月18日（水）



災害時における施設としての役割

１）利用者の安全とともに職員の安全も守る

→職員への被災状況及び子供がいる世帯への配慮

→利用者への水分補給、タオル（アイシング）、

こまめな訪室の実施

２）サービスを安定的に提供する

→デイサービスは中止、ショートステイは通常営業

３）災害拠点となる

→福祉避難所の開設
疑問

福祉避難所を開設するだけが
災害拠点としての役割なのか



復電前に感じた疑問

被災から2日目
居宅・包括：安否確認をしていく中で
食料がない、水分がとれない

被災から2～3日目
食料がない、水分がとれない
体調不良になっている方もいた

［地域配布への決定プロセス］
①拠点間連携による物資支援
②居宅・包括関係利用者のみ

スポット支援
③水の供給は自施設で可能

地域・職員への食事配布

地域住民が施設にて食事



復電後に感じた疑問

［地域の様子］
・停電、断水の継続
・公共交通機関利用不可
物流も滞っている状態
・商業施設営業中止／一部営業
・携帯電話使用不可能

［地域支援決定のプロセス］
①自施設での栄養課業務の平時化
②拠点間連携による物資支援
③情報の相互やりとりが可能
④交通ルートの安全性確保
⑤職員の確保、実働業務の維持
※地の利（顔見知り職員による支援配布）



まとめ

災害経験から何を学ぶか


